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注意
ご使用前に、必ずこの取扱説
明書をお読みください。また、
内容をよく理解したうえでご
使用ください。不適切な操作
や保守は重大な事故につなが
るおそれがあります。なお、
この取扱説明書はいつでも利
用できるよう、大切に保管し
てください。

取扱説明書
エンジン刈払機

RM250-S
RM270-S
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はじめに

新ダイワ刈払機をご購入いただきありがとうございます。この取扱説明
書の「安全にご使用いただくために」を十分理解し、安全に使用してく
ださい。この取扱説明書で分からないことがありましたらお求めの販売
店かお近くの弊社営業所にお問い合わせください。

刈払機は高速で回転する刃物で草刈りや下刈りをする機械です。人的負
傷、火災を予防するために安全を常に心がけてください。不注意または
不適切な使用は重大な事故の原因になります。

この取扱説明書は次のシグナル用語を使用しています。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負
う危険が切迫して生じることが想定される場合。

危 険

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負
う可能性が想定される場合。

警 告

取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想
定される場合および物的損害のみの発生が想定される
場合。

注 意

シグナル用語の説明
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１．安全にご使用いただくために

■　警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないようにしてください。
■　警告ラベルが損傷したときは、お買い求めの販売店かお近くの弊社
営業所に依頼し、新しい警告ラベルに交換ください。

本製品には、下図の位置に次の警告ラベルが貼ってあります。
下記にその内容を掲載しておりますので、よく読んで十分理解した上で、
表示内容を守って作業してください。

①

注 意

①品番X505-003130（19402-00090）

警報ラベル貼付位置

作業中は必ず保安帽、
保護メガネ、耳栓、保
護マスク、手袋、長袖
の保護衣、長ズボン、
滑りにくい作業靴を着
用してください。

この機械を
運転中は15
ｍ以内に他
の人を近づ
けないでく
ださい。

刈払い作業
時の飛散物
に注意して
ください。

この機械を運
転中は常に耳
栓、保護メガ
ネ、保安帽を
着用してくだ
さい。

この取扱説
明書をよく
お読みくだ
さい。
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１－１　ご使用前に

■　取扱説明書を読んでいない人や年少者（子供）に刈払機を使用させ
ないでください。

■　本機を他人に貸すときは、必ず取扱説明書を添付してください。
■　はじめて刈払機を使用する方は使用方法を販売店などからよく教わ
り、使用方法を十分習得してから使用してください。

■　枝打ち作業など、草刈り、下刈り以外の用途に使用しないでくださ
い。

■　作業する場所に適した刈刃を使用してください。
・のこ刃＝細い木など（太い木は切らないでください。）
・笹刈刃＝笹・草全般（木は切らないでください。）
・チップソー＝草・木など（刃の形で切るものが異なりますので、

その刃の用途をよく確認ください。）
・ナイロンコードカッター＝草
異なった用途への使用は、刈刃の破損やけがのもとになりますの

で、刈刃の用途をよく確認してご使用ください。
■　作業中は石、金属やプラスチックなどに刈刃を当てないでください。
刈刃が破損、飛散し、危険です。

■　刈刃が石などの硬いものに当たったときは、ただちにエンジンを停
止し、刈刃が停止した後に、刈刃に異常がないことを確認してくだ
さい。異常がある場合はただちに新しい刈刃に交換してください。

■　曲がり、変形、クラック、破損の生じた刈刃は廃却し、使用しない
でください。

■　ガードが取扱説明書にしたがって、しっかりと取り付けてあること
を確認してください。

■　ガードなどの安全装置は絶対に取り外さないでください。
■　作業する場合、刈払機の15ｍ以内に他の人、子供、動物がいないこ
とを確認ください。誰かが近づいてきた場合は、エンジンを停止し、
刈刃を止めてください。

■　エンジン始動時および運転時は絶対に刈刃に手や足を近づけないで
ください。

■　屋内などの換気の悪い場所では、決して刈払機を運転しないでくだ
さい。排気ガスにより、ガス中毒をおこします。

■　排気ガスを直接吸わないでください。

危 険
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■　決して刈払機を勝手に改造しないでください。
■　疲労、病気、酒気帯びの場合、または医
薬品服用中の場合は作業をおこなわない
でください。また、作業中に体調が悪く
なった場合にはすぐにエンジンを止め、
作業を中止してください。

■　風、雨、大雪、濃霧などの悪天候のとき、または落石やなだれのお
それのある場所では、使用しないでください。

■　草刈り作業は夜間や早朝・夕方にはおこなわず、視界の良い日中に
おこなってください。

■　43ページに指定した適用刈刃以外は使用しないでください。
■　刃物を装着する際は必要な部品をすべて組み込んでください。必要
な部品を組み込まない場合には刈刃が抜け落ち、運転者や付近の人
に飛んで大ケガをする危険性があります。

■　作業前に作業場所をきれいにしてください。石、ビン、カン、ワイ
ヤーなどが飛散し大ケガをするおそれがあります。

■　刈払機の操作時間は１日２時間以内にとどめ、一連続操作時間は、
おおむね30分以内とし、一連続作業時間の後、5分以上の休止時間を
設けてください。振動障害をおこすおそれがあります。

■　正しく目立てされた刈刃を使用してください。
■　混合ガソリンを使用しますので、刈払機のそばで喫煙やたき火をし
ないでください。火災発生のおそれがあります。

■　作業前に各部からの燃料漏れがないか確認をおこない、漏れていた
ら必ず修理し、漏れのないことを再確認してください。

■　マフラーやマフラーから出る排気は非常に高温になりますので、燃
えやすい物を近づけないでください。

■　作業前に刈払機の点検をおこなってください。このとき、破損した
部品は交換し、ネジの脱落やゆるみのないことを確認してください。

警 告
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■　規格に合った保安帽を正しく着用してく
ださい。落下物や飛散物によりケガをす
るおそれがあります。

■　必ず保護メガネを付けてください。

■　必ず耳栓を付けてください。聴覚障害を
おこすおそれがあります。

■　刈払機を取り扱うときには、厚手で滑り
止めの付いた防振性のある手袋を着用し
て手を保護してください。

■　裾のひらひらした服、アクセサリー類、
ショートパンツ、サンダルなどを着用し
ないでください。頭髪は肩から下に垂れ
下がらないように覆ってください。枝や
機械の可動部にからまる危険性がありま
す。

■　靴は底に滑り止めの付いた安全靴を使用
してください。雨の日は、滑りやすいの
で作業をさけてください。

■　刈刃を装着する際は必ず手袋をしてください。刈刃は鋭い刃が付い
ています。素手でさわるとケガをします。

防護メガネを
付ける。

呼笛は、たら
さずにポケッ
トに入れる。
（合図に使う）

作業衣は、身
軽に作業でき
るもの。
また、上着の
すそはたれて
いないこと。

履き物は、す
べり止めのあ
るものにし、
靴下はいつも
乾いているこ
と。

平地ではツバ
のある帽子、
山・傾斜地で
はヘルメット
をかぶる。

耳せんを、必
ず付ける。

アゴヒモのむ
すびは、たら
さないように
しましょう。

腕カバー

すそじまりの
良いもの。

手袋は、柔ら
かいものでい
つも乾いてい
ること。

注 意
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１－２　キックバック

■　キックバックは刈刃が硬い物に接触した
場合におこる可能性があります。刃物が
硬い物に当たった反動により、本体およ
び運転者が激しく押し返されます。この
反動をキックバックと言います。結果と
して運転者は刈払機をコントロールでき
なくなり、重大な事故につながる場合が
あります。切断状態がよく見えないとき
は注意が必要です。

■　キックバックは刈刃の先端から右側
90度までの部分で起こることが多い
ので、この部分を硬いもの等に接触
させないように使用してください。

■　刈刃は目立てしたよく切れる刈刃を使用してください。キックバッ
クの発生が少なくなります。

１－３　給油

■　ガソリンと２サイクル専用オイルの混合および給油は、屋外の風通
しの良い火気のない場所でおこなってください。給油はエンジンを
停止し、エンジンが冷えた後にゆっくりと燃料キャップを取り外し
ておこなってください。急に燃料キャップを取り外すと燃料が吹き
出すことがあります。

■　こぼれた燃料は本体から拭き取ってください。また、各部からの燃
料漏れがないか確認をおこない、漏れていたら必ず修理し、漏れの
ないことを再確認してください。

■　燃料の持ち運びや保管など、取扱いには十分注意してください。

警 告

危 険

この範囲に硬い
もの等を当てな
いでください。
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１－４　始動

■　エンジンを始動する場合は、刈払
機のサオの下に角材またはスタン
ド等を当て、刃を地面から浮かせ
てください。エンジンが始動する
とすぐに刈刃が回転することがあ
ります。

■　エンジンの始動は取扱説明書に従い、安
定の良い平らな場所でおこなってくださ
い。

■　始動時は周囲の安全を確認し、一人（補
助者なし）でおこなってください。

■　エンジンがアイドリング時、刈刃が回転
しないことを確認してください。アイド
リング時、刈刃が回転すると危険です。
回転する場合はアイドリング調整をして
回転速度を下げてください。

■　漏れた燃料への引火防止のためエンジン
の始動は、給油場所や燃えやすい物から
３ｍ以上離れた場所でおこなってくださ
い。

警 告

危 険

地面 

接しないこと 

刈刃 角材 
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１－５　作業

■　刈払機を操作するときは左右ハンドルま
たは前後グリップを両手でしっかりと握
ってください。その他の部分を持たない
でください。

■　必ず肩掛けバンド（ハーネスまたはスト
ラップ）を使用してください。

■　刈刃を腰の高さ以上に上げないでください。

■　しっかりした足場の上で安定した姿勢で作業をおこなってください。
■　作業は原則として一人でおこなってください。数人で作業する場合
は15ｍ以上の間隔をあけて作業してください。

■　刈払機を使用している人に近づくときはお互いに合図をおこない、
エンジンを停止し、停止を確認した後に前から近づいてください。

警 告
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■　刈刃にものがはさまったり、からまった場合はエンジンのスイッチ
を切り、刈刃が停止した後に、取り除いてください。

■　刈払機を落としたり、作業中に木にぶつけたり、何か異物に当てた
ときは、エンジンを止めて損傷の有無を調べてください。もし損傷
があれば使用せず、すみやかに修理してください。

■　この取扱説明書の作業方法にしたがって刈払作業をおこなってくだ
さい。

■　燃料キャップは休憩時に増し締めしてください。運転中に振動でゆ
るんでいる可能性があります。

■　燃料が漏れた場合は、ただちにエンジンを停止して、火気を近づけ
ないでください。

■　運転中または停止直後に高温部（マフラー、シリンダーなど）に触
れないでください。ヤケドをします。

■　運転中は高電圧部（プラグキャップ、プラグコードなど）に触れな
いでください。感電するおそれがあります。

１－６　停止

■　エンジン停止後、あるいはスロットルレバーを戻した後も、刈刃は
しばらく回転し危険です。スイッチを切ったときには、刈刃が停止
するのを待って、停止を確認した後に刈払機を地面に置いてくださ
い。

１－７　点検・整備

■　点検・整備（刈刃交換、掃除など）をおこなうときは必ずエンジン
を停止し、刈刃が停止していることを確認してからおこなってくだ
さい。

注 意

警 告

危 険
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■　ガソリンはたいへん引火しやすいので、点検・整備は風通しの良い
火気のない所でおこなってください。

■　燃料キャップ、燃料タンク、燃料パイプおよびキャブレターなどか
ら燃料漏れがないか定期的に確認してください。漏れていたら必ず
修理し、漏れのないことを再確認してください。

■　整備と修理をおこなうときは新ダイワ純正部品を使用してください。
他社の部品を使用すると重大な事故になる危険性があります。

■　取扱説明書に記述がない整備や修理はおこなわないでください。記
述のない整備や修理はお求めの販売店かお近くの弊社営業所に依頼
してください。

■　点検・整備・掃除などはエンジンが冷えてからおこなってください。
ヤケドのおそれがあります。

１－８　移動・保管

■　移動時あるいは保管時にはエンジンを停止してください。また、刈
刃にカバーをしてください。

■　保管の際は、燃料漏れ、破損、ケガなどを防止するために、刈払機
を転倒しないように安定した場所に置いてください。

■　年少者（子供）の手が届かない乾燥した冷暗所に保管してください。
■　２～３日以上保管する場合は燃料タンク内およびキャブレター内の
燃料を空にしてください。

警 告

警 告

注 意

注 意
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RM250-S2AY・RM270-S2AY

アウターパイプ 

安全ガード 

グラスカバー 

刈刃 

ギヤケース 

警告ラベル 

左ハンドル 

右ハンドル 

肩掛けバンド ファンカバー 

燃料タンク 

燃料キャップ 

キャブレター 
エアクリーナー 

リコイルスターター 

スパークプラグ マフラー 

ハンガー スロットルレバー 
（トリガー式） 

ストップスイッチ（スライド式） 

スロットルレバー 
（固定式） 

ストップスイッチ 
（押しボタン式） 

RM250-S2BY・RM270-S2BY

RM250-SPBY・RM270-SPBY

ストップスイッチ 
（押しボタン式） 

スロットルレバー（固定式） 

RM250-S2AWY・RM270-S2AWY

ストップスイッチ 
（押しボタン式） 

スロットルレバー 
（トリガ式） 

ストップスイッチ 
（押しボタン式） 

リヤグリップ スロットルレバー 
（固定式） 

フロントグリップ 

RM250-SGBY・RM270-SGBY

２．各部名称
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No.
1

2
3

4

5

6
7

8

9

10

11
12
13
14

15
16

17

18

名　　称
刈刃

安全ガード
ギヤケース

アウターパイプ

号機ラベル

警告ラベル
ハンガー

肩掛けバンド
（ストラップ、ハーネス）
スロットルレバー

スパークプラグ

マフラー
リコイルスターター
燃料キャップ
エアクリーナー

キャブレター
チョーク

停止（ストップ）
スイッチ
燃料タンク

機　　能
刃のついた金属製円盤です。雑草を切断
します。
飛散物から運転者を守ります。
エンジンの回転速度を減速して刈刃を回
転させます。
エンジンの回転力を刈刃に伝える伝動軸
が中に通っており、刈刃を操作するため
のさおとなります。
製品の型式名および号機番号を示しま
す。
警告指示事項を示します。
刈払機を肩掛けバンド（ストラップ、ハ
ーネス）につるすつり具です。
刈払機を肩からつり下げるために使用す
るバンドです。
エンジンの回転速度を調整するために使
用します。
火花で混合気に点火するための部品で
す。
排気音を減少させます。
ロープを引いてエンジンを始動します。
燃料タンクのふたです。
エンジンが吸入する空気中のゴミを取り
除きます。
燃料と空気を混合します。
冷えているエンジンを始動しやすくしま
す。
エンジンを停止するスイッチです。

燃料を入れる容器です。
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３．組立の手順

３－１　外観と付属部品のチェック
この製品は工場出荷の際、厳重な検査をおこなっておりますが、念のた
めにこの製品の損傷、ボルト、ナット類のゆるみなどがないか点検して
ください。また、付属部品の欠品がないか点検してください。
もし、点検の結果、異常や欠品があった場合はただちにお求めの販売店
か弊社営業所へご連絡ください。

３－２　ハンドルの取り付け

３－２－１　両手ハンドル仕様
（―Ｓ２ＢＹ、―Ｓ２ＡＹ、―Ｓ2ＡＷＹ）

①アッパキャップ取付用ボルト４本をゆ
るめ、アッパキャップを取り外してく
ださい。
②スロットルケーブルがアッパキャップ
の上を通るようにスロットルレバーの
取り付けてあるハンドルを作業状態で
右側にくるように取り付けてください。
（ハンドルの突起とブラケット側の溝を
合わせてください。）（同様にして左側
のハンドルも取り付けてください。）

付属部品
ハーネスまたはストラップ、安全ガード（機械に仮止めしてあります。）
刈刃用ポリバッグ、プラグレンチ、六角レンチ、チップソー（φ255）刈
刃カバー、ゴーグル、取扱説明書、保証書

■　ボルトは必ず付属の六角レンチを使用し、手で締め付けてくだ
さい。

注 意

■　ハンドルは必ず取り付けて使用してください。ハンドルを取り
付けずに使用すると重大な事故の原因となります。

警 告
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③ハンドルを使いやすい角度にして、ボルト４本を確実に締め付け
てください。
④ブラケットの下のボルト２本をゆるめ、ハンドルを使いやすい位
置に変えることができます。
ハンドル位置を変える場合は、標準設定位置から50mmの調節範囲
で行ってください。

３－２－２　片手ハンドル仕様（－SPAY、－SPBY）
①出荷時にハンドルは正しい位置に取り付けられていませんので、
ハンドルを正しい位置に変更する必要があります。
②はじめにハンドルを固定している４つ
のスクリューをゆるめ、ハンドル取り
付けラベルの位置に合わせ直してくだ
さい。その位置で使いにくい場合は、
使いやすい位置にずらしてください。
③エンジン本体およびギヤケース（刈刃）
に対し水平になるように調整した後、
スクリューを確実に締め付けてくださ
い。

ハンドル
ラベル

調整範囲 

標準設定位置 

50mm 200mm

■　ハンドルの突起とブラケット側の溝を合せないでボルトを締付
けるとブラケットが破損するおそれがあります。

注 意

■　ハンドル位置は調整範囲内で使用してください。調整範囲を超
えるとスロットルケーブルが引っ張られ、始動時に刈刃が急に
まわりだすおそれがあり危険です。

危 険

突起

溝



３－３　安全ガードの取り付け

①出荷時に安全ガードは正しい位置に取り付
けられていませんので、安全ガードを正し
い位置に変更してください。
②はじめに安全ガードを固定しているボルト
２本をゆるめます。
③安全ガードを回転させギヤケースと水平に
した後、ギヤケースをガードではさむよう
に位置をずらしボルトを確実に締め付けて
ください。
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■　安全ガードは必ず取り付けて使用してください。安全ガードを
取り外したり、正しい位置に取り付けないで作業すると飛散物
により、重大な事故になる危険性があります。

警 告

■　安全ガードに「ガタ」がないか確認してください。

注 意

ボルト

クランプ

安全ガードグラスカバー
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３－４　スロットルケーブルの遊び調整

スロットルケーブルの遊びは、工場出荷時に調整してありますが、長時
間使用すると伸びる場合があります。必要に応じて下記の要領で調整し
てください。
スロットルレバーをアイドリングの位置にして、調整ネジから出ている
スロットルケーブルを指でつまんで軽く引いたときに1～2mm軽く動く程
度であれば適正です。
①スロットルレバーをアイドリングの位置にしてください。
②ゴムキャップをずらし、ロックナットをゆるめてください。
③調整ネジをまわして、調整ネジから出ているスロットルケーブルを
指でつまんで軽く引き1～2mm軽く動く程度に調整してください。
④ロックナットを締め付けて調整ネジを固定し、ゴムキャップを元の
位置に戻してください。
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３－５　刈刃の取り付け
３－５－１　金属刃の取り付け

①刈刃の回転方向はギヤケース側から刈刃を見て反時計回りです。
②刈刃固定用ボルト（左ねじ）を付属のプラグレンチで時計方向へ回
し、ボルト、ボルトガード、ホルダー（下）を取り外してください。
③刈刃をホルダー（上）の凸部に取りつけてください。

④ホルダー（下）をギヤシャフトのスプライン溝に合わせながら、刈
刃に確実に密着するように取り付けてボルトガード、刈刃固定用の
ボルトを手で締めてください。
⑤ホルダー（上）、（下）を手でゆっくり
回しグラスカバーの穴、ホルダー（上）
の穴、そしてギヤケースの溝を合わせ
て、六角レンチ（Ｍ５用）を差し込み、
ホルダー（上）が回らないことを確認
してください。 ホルダー（上）が回る

■　エンジンが停止していることを確認してください。
■　刈刃の回転方向と、刈刃の矢印の方向を合わせて取り付けてく

ださい。

警 告

六角レンチ 

ホルダー（下）

ギヤシャフト

スプライン

ボルト

ボルトガード

ホルダー（上）の穴

グラス
カバーの穴

ギヤケースの溝

ホルダー
（下）
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場合はギヤケースの溝に六角レ
ンチが入っていないためで、ホ
ルダー（上）を回しながら穴位
置を合わせてください。
⑥六角レンチを左手でしっかりと
押さえながら、刈刃固定用ボル
トをプラグレンチで反時計方向
に回し、確実に刈刃を締め付け
てください。
⑦刈刃の取り付け後、必ず刈刃が
確実に取り付いていることを確
認してください。

⑧軽く手で刈刃を回し、異常な振動または刈刃のぶれがないか確認し
てください。刈刃にぶれがある場合刈刃の穴がホルダー（上）にき
ちんと入っていないので、刈刃固定用ボルトをゆるめて、やり直し
てください。

■　取り付けが傾いていたり、締め付けが不十分な場合、運転中に
刈刃が外れて飛散し、重大な事故の原因となります。

危 険

六角レンチ

穴

プラグレンチ 
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３－５－２　ナイロンカッター（別売品）の取り付け

危 険 
■　カッター本体を地面などに接触させながら、草刈り作業を行わな

いでください。

■　カッター本体が摩耗し、部品が飛散し、けがや事故の原因となり

危険です。

■　ナイロンカッターの取り付けは必ず付属のプラグレンチを使用
し、手で締め付けてください。

■　ナイロンカッターの種類によっては、ご使用時に製品に付属して
いるボルトガードを別売品のボルトガード（品番22035-13290）
に交換する必要があります。
お買い求めの販売店かお近くの弊社営業所にご用命ください。

■　ナイロンカッターは金属刃より抵抗が大きいため、取扱い操作
を誤るとクラッチ部分が損傷することがあります。
ご使用時は次の点をお守りください。
・ナイロンカッターは純正品をお使いください。市販品をお使
いになる場合は本体の径が小さく（外径10cm程度）、軽いも
のにしてください。
・ナイロンコードの長さは15cm以下で使用してください。ナ
イロンコードの径はφ2.4が適切です。
・作業はアクセルを全開にして、ご使用ください。

注 意

外径10cm程度

コードの長さは

15cm以下で使用

してください
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①刈刃固定ボルト（左ネジ）を付属のプ
ラグレンチで時計方向に回し、刈刃固
定用ボルト、ボルトガード、ホルダー
（下）を取り外してください。
②ナイロンカッターのハウジング部の保
持爪を指で押しながらカバーを取り外
してください。
③ナイロンコードが巻き込まれたボビン
はカバーにつけたままにしてください。
④ハウジングをホルダー（上）にのせて
ください。
⑤ハウジングの内側からナイロンカッタ
ーに同梱してあるホルダーとボルトガ
ード（別売）を取り付け、刈刃固定用
ボルトを手で締めてください。
⑥六角レンチで回り止めをして、刈刃固
定用ボルトをプラグレンチで確実に締
め付けてください。
⑦カバーを元通りハウジングに取り付け、保持爪がカバーの溝に完全
にかかっていることを確かめてください。

⑧軽く手でナイロンカッターを回し、ナイロンカッターのぶれがない
か確認してください。
ナイロンカッターにぶれがある場合はハウジングの穴がホルダー
（上）にきちんと入っていないので、取り付け直してください。
⑨刈払機に付いていたホルダー（下）、ボルトガードは金属刃使用時に
必要となりますので、紛失しないよう保管してください。

■　取り付けが傾いていたり、締め付けが不十分な場合、運転中にナ
イロンカッタが外れて、重大な事故の原因となります。

警 告

ホルダー（上）

ホルダー 保持爪

六角レンチ

ハウジング

スプリング

ボルトガード
（別売品）

刈刃固定用
ボルト

ボビン

ナイロンコード

カバー
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４．エンジンの始動と停止

４－１　燃料の給油

４－１－１　燃料
燃料は必ず、無鉛ガソリン（レギュラーガソリン）と２サイクルエ
ンジンオイルを混合した混合燃料を使用してください。
燃料の混合は安全容器に２サイクルエンジンオイルを先に入れ、後
からガソリンを加えてください。
新ダイワ純正２サイクルエンジンオイルの場合は50：１、その他２
サイクルエンジンオイルの場合は25：１の割合で混合した混合燃料
を使用してください。

４－１－２　給油

■　給油は屋外の風通しのよい火気のない場所で行ってください。
■　平らな場所で給油してください。

■　正しい混合比の燃料を使わないと、適正な性能が出なかったり、
エンジンの焼き付きの原因となります。

警 告

注 意

２サイクルエンジンオイル（mL） ガソリン（L） 25：150：1
1
4

 40
160
3208

 20
 80
160

■　燃料の給油はエンジンを停止して、エンジンが冷えてから行っ
てください。

警 告
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①給油する前に燃料をよく混合してください。
②燃料タンクの燃料キャップはゆっくりと外し、燃料を補給してくだ
さい。
③給油後は確実にキャップを締め、燃料タンクから燃料漏れのないこ
とを確認してください。

４－２　エンジンの始動

４－２－１　エンジンが冷えているとき、または燃料切れで燃料を補
給したとき

①スライドスイッチの場合スイッチを
「運転・ＯＮ」にしてください。
②キャブレターの下部のポンプを数回押
し、オーバーフローパイプから燃料が
流れ出ることを確認してください。（こ
のとき、燃料の泡がなくなるまでポン
プを押してください。）

■　エンジンを始動するとき、刈刃が地面や他の物体に接触してい
ないことを確認してください。また、そばに他の人がいないこ
とを確認してください。始動後すぐに刈刃が回転し危険です。

■　始動時にリコイルスターターのロープを最後まで引かないでく
ださい。ロープの寿命が短くなります。

■　リコイルスターターのロープを急に離さないでください。正し
く巻き込まれないことがあります。

オーバーフローパイプ

ポンプ

危 険

注 意

■　異物やゴミをタンク内に入れないために、キャップを外す前に
燃料キャップやそのまわりをよく掃除してください。

■　常に新しい燃料を使用してください。２～３か月以上保存した
燃料、異物が混入した燃料を使用すると故障の原因となります。

■　燃料タンクに直接燃料を入れて混合することは絶対にしないで
ください。焼き付きや故障の原因になります。

注 意



③チョークレバーをチョーク　の方向に
押し上げてください。

④刈刃が安全ガードにより地面から離れ
ているのを確認してください。

⑤この刈払機を足場のしっかりした平地
に置き、図のように左手でエンジンを
押さえて、リコイルスターターを引い
てください。つめがかかるまではゆっ
くり引き、かかって重くなった位置か
ら強く引いてください。爆発音がして
すぐに停止した場合はチョークレバー
を戻して再度リコイルスターターを引
いて始動してください。

⑥エンジンが始動したら、チョークレバーを戻してください。チョ
ークレバーを戻す前に停止した場合は、チョークレバーを戻して
再始動してください。
⑦始動したら、低速回転のままで１～２分間暖機運転をしてくださ
い。

４－２－２　エンジンが暖まっているとき
①－④－⑤－⑦の順序で始動してください
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■　チョークレバーを上げて始動するとき、爆発音がしたら、必ずチ
ョークレバーを戻して再始動してください。チョークレバーを戻
さないと燃料の吸い込みすぎになり、始動ができなくなります。

注 意

地面 

接しないこと 

刈刃 
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４－３　始動困難なとき
エンジンが暖まっている状態で始動しないときは、エンジンが冷えてい
る場合と同じ方法で始動してみてください。それでも始動しない場合、
またはエンジンが冷えた状態で始動しない場合は次の操作をおこなって
ください。
①プラグキャップを取り外します。
②スパークプラグをプラグレンチで反時計方向に回して取り外し、ス
パークプラグの電極部が濡れているかどうか調べてください。
③スパークプラグが濡れている場合はスパークプラグに付いた燃料を
ふき取り乾燥させてください。スパークプラグを取り外した状態で
リコイルスターターを数回引き、数回空転させて燃料をシリンダー
内から追い出してください。

④スパークプラグを付属のプラグレンチで確実に取り付け、プラグキ
ャップを取り付けます。エンジンが暖まっている場合の方法で始動
してください。
⑤スパークプラグが濡れていない場合は燃料タンクから燃料が届いて
いないので、燃料フィルターやキャブレターを点検する必要があり
ます。6－5項の点検をするか、またはお買い上げの販売店にお問い
合わせください。

４－４　停止
４－４－１　トリガ式スロットルレバーにス

ライド式停止スイッチがついた
製品（―Ｓ２ＡＹ）

①スロットルレバーから手を離してエン
ジンをアイドリング回転速度に戻して
ください。
②スロットルレバー上の停止スイッチを
右図のように「STOP」側へ倒してくだ
さい。

■　火気を近づけないでください。火災の原因となります。

警 告

停止スイッチ
（スライド式）
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４－４－２ 固定式スロットルレバーに押し
ボタン式停止スイッチが付いた
製品（―Ｓ２ＢＹ、―ＳＰＢＹ、
―ＳＧＢＹ）

①スロットルレバーをもとの位置に戻し
てエンジンをアイドリング回転速度に
戻してください。
②押しボタンスイッチを押し続けてくだ
さい。（途中ではなすとエンジンは止ま
りません。）

４－４－３　ダブルスロットルレバーでエン
ジン側に押しボタン式停止スイ
ッチがついた製品（―Ｓ２ＡＷ
Ｙ）

①スロットルレバーを元の位置に戻して
エンジンをアイドリング回転速度に戻
してください。
②エンジン側の押しボタンスイッチを押
し続けてください。（途中で離すとエン
ジンは止まりません。

停止スイッチ
（押しボタン式）

停止スイッチ
（押しボタン式）

停止スイッチ
（押しボタン式）
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５－１　肩掛けバンドの掛け方
５－1－１　ハーネスの掛け方
①ハーネスを腕から通し、フックが身体
の右側にくるように掛けてください。
②アウターパイプに取り付けてあるハン
ガーの穴にハーネスのフックを取り付
けてください。
③刈刃が地上から数センチの高さになる
ように、肩掛けバンドとハンガーの位
置を調整してください。
ハンガーを前後に移動させ、バランス
がよいところを見つけてください。ハ
ンガーを動かして刈刃と安全ガードが
決められた高さになるように調整して
ください。
④バランスと高さの調整にはハンガーの
位置とハーネスの再調整が必要です。
刈刃と安全ガードを取り付けた状態で
バランスを調整してください。

５．刈払作業

■　作業時は必ず肩掛けバンドを使用してください。
■　刈払機を運転中は常に耳栓、保護メガネ、保安帽を着用してく

ださい。

警 告

ハーネス

ハーネス

フック

ハンガー

移動
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５－1－2 ストラップの掛け方
①ストラップを頭から通し、フックが身
体の右側にくるように掛けてください。
②アウターパイプに取り付けてあるハン
ガーの穴にストラップのフックを取り
付けてください。
③刈刃が地上から数センチの高さになる
ように、肩掛けバンドとハンガーの位
置を調整してください。
ハンガーを前後に移動させ、バランス
がよいところを見つけてください。ハ
ンガーを動かして刈刃と安全ガードが
決められた高さになるように調整して
ください。
④バランスと高さの調整にはハンガーの
位置とストラップの再調整が必要です。
刈刃と安全ガードを取り付けた状態で
バランスを調整してください。

ストラップ

ストラップ

フック

ハンガー

移動
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５－１－3 ハーネス・ストラップの緊急離脱の操作方法

緊急の場合は、緊急離脱つまみを上方に強
く引くと刈払機は身体から離れます。

５－２　操作の方法

■　緊急離脱の操作をおこなう場合は、必ず刈払機を支えながら操
作してください。刈払機を支えずに緊急離脱の操作をおこなう
と刈払機が落下します。

注 意

■　作業中は半径15ｍ以内に他の人を近づけないように注意してく
ださい。切りくずや破片などが飛散し大ケガをするおそれがあ
ります。

警 告

■　この刈払機はさまざまな身体のサイズに合うように設計されて
いますが、極端に背の高い人には合わないことがあります。

■　作業者が機械を肩掛けバンドにつり下げたとき、刈刃に足がと
どく場合は使用しないこと。

危険・警告

■　作業者の身体の大きさがバランス調整に影響します。したがっ
て、機種や人によってはバランスがとれないことがあります。
バランス調整ができないときは、販売店で指示を受けてくださ
い。

重　要

緊急離脱
つまみ
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５－２－１　トリガ式スロットルレバーのついた製品（―Ｓ２ＡＹ）
①エンジン始動後、スロットルレバーを握ると
エンジンの回転速度が上がり、刈刃が回り始
めます。作業に適した回転速度が得られるよ
うに握りを加減して合わせてください。
②スロットルレバーから手を離すとエンジンの
回転速度が下がり、アイドリング回転速度に
戻ります。

５－２－２　固定式スロットルレバーの付いた製品
（―Ｓ２ＢＹ、―ＳＰＢＹ、―ＳＧＢＹ）

①エンジン始動後、親指でスロットルレバーを
手前に移動させるとエンジンの回転速度が上
がり、刈刃が回り始めます。作業に適した回
転速度が得られる位置に合わせてください。
②スロットルレバーを戻すとエンジンの回転速
度が下がり、アイドリング回転速度に戻りま
す。

■　雑草を切らない状態でスロットルレバーをいっぱいに引かない
でください。エンジンは空ぶかし（無負荷高速）になり、エン
ジンやシャフトを破損させる原因となります。

■　クラッチがつながって刈刃が回転していても、低速にしすぎる
と共振現象による振動、異音を感じることがあります。この状
態で作業をおこなうと、クラッチの摩耗が早くなります。また、
草なども巻き付きやすいので、回転を上げてクラッチの共振が
ない回転速度で使用してください。

注 意

スロットル
レバー

スロットル
レバー

スロットル
レバー
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５－２－３　ダブルスロットルレバーのついた製品（―Ｓ２ＡＷＹ）
①エンジン始動後、スロットルレバーを握ると
エンジンの回転速度が上がり、刈刃が回り始
めます。作業に適した回転速度が得られるよ
うに握りを加減して合わせてください。
②スロットルレバーから手を離すとエンジンの
回転速度が下がり、アイドリング回転速度に
戻ります。

スロットルレバーの調整
①ロックナットをゆるめてください。
②メインレバーをいっぱいに握った状態で、作
業に合った回転速度になるように、回転調整
ネジを調整してください。

時計方向にまわすと→回転が上がる。
回転調整ネジを

反時計方向にまわすと→回転が下がる。

③調整後、ロックナットを確実に締め
付けてください。
④サブレバーを握るとさらにエンジン
回転が上がります。

刈刃は反時計方向に回りますので、右側から左
側に寄せるように刈ると能率的です。刈り取っ
た草は左側に寄せられるので広い面積を刈ると
きには左側から前進すると刈り取った草が次の
列を刈るときにじゃまにならず、能率的に作業
ができます。

メインレバー

サブレバー

ロックナット

回転調整ネジ

ロックボタン
（始動時）
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炎天下での作業後、再始動しにくいときは、次のようにしてくださ
い。
■　休息時や燃料補給時は、刈払機を炎天下（直接日のあたるとこ

ろ）に置かずに日陰で風通しの良いところに置いてください。
炎天下に置くと燃料タンク内の燃料が熱くなり、エンジンが始
動しにくくなります。

■　休息後エンジンが始動しにくいときは、15分ぐらい日陰で風通
しの良いところに置いてから始動してください。
キャブレターの下部のポンプを押して、燃料をキャブレターに
入れてください。何回も繰り返すとさらに始動しやすくなりま
す。

注 意
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■　点検、整備は必ずエンジンを停止し、エンジンが冷えてからお
こなってください。

■　ガソリンはたいへん引火しやすいので、点検・整備は風通しの
良い火気のないところでおこなってください。

６．点検・整備

警 告

点検・整備表
その他 毎　月 始動前 項　目 

○ 点検、増締 スクリュー、ナット 

○ 漏れ点検 燃料キャップ、燃料タンク 
燃料パイプ 

○ 掃除 エアクリーナー 
○ 掃除 冷却風取り入れ口の掃除 

調整 キャブレター 
必要な場合 ○ 点検、掃除 

スパークプラグ 
100時間ごと 交換 

○ 掃除 マフラー 
○ 掃除 シリンダーフィン 
○ 点検 燃料フィルター 
○ 掃除 

ブリーザー 
２年ごと 
50時間ごと 

交換 
グリース補給 ギヤケース 

必要な場合 

汚れている場合は交換 

６－１　冷却風取り入れ口の掃除
冷却風取り入れ口の草やほこりによ
るつまりは、冷却風不足によりエン
ジンの出力低下、過熱、焼き付きの
原因となります。

付属のプラグレンチ等で冷却風取
り入れ口に付着している草やほこ
りを外側に取り除いてください。
掃除にはエアコンプレッサ等を使
用しないでください。エア等によ
りファンカバー内部に草やほこり
を吹き飛ばすと、シリンダフィン等に付着しエンジンの過熱、焼き付
きの原因となります。

冷却風取り入れ口
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③エアフィルターを軽くたたい
てホコリやゴミを取り除くか
適切な洗浄剤でよく洗い、乾
かしてから取り付けてくださ
い。傷ついたフィルターは新
品と交換してください。
④クリーナーカバーを元通りに
取り付けてください。

ノブ

クリーナーカバー

エアフィルター

６－３　キャブレターの調整
キャブレターは工場出荷時に調整してありますので、調整の必要はあり
ません。気圧、気候、燃料の違い、10時間以上の使用による状態変化な
どにより、調整が必要になったときにのみおこなってください。
エンジンを始動し、２～３分間の暖機運転の後、次の手順で調整してく
ださい。また、エアクリーナーが汚れている場合は掃除してからおこな
ってください。

■　刈刃の周辺に人または干渉物がないことを確認しておこなって
ください。アイドリングの回転調整時には刈刃が回転します。

危 険

ネット クリーナーボデー

６－２　エアクリーナーの掃除
エアフィルターにゴミが詰まるとエンジンの回転が落ち、作業の効率が
悪くなります。

①クリーナーカバーのノブをゆるめてクリーナーカバーを取り外して
ください。
②エアフィルターを取り出してください。

■　傷が付いたフィルターやフィルターを取り外したままでは絶対
にエンジンを運転しないでください。ホコリやゴミなどにより
エンジンが故障します。

注 意
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６－３－２　低速と高速の調整
標準開度は、調整ネジを静かにいっぱいに締め込んだところからの
戻し回数です。（φ255mmの刈刃を付けた状態でエンジン回転速度が
11000min－1｛rpm｝を目安に調整してください。）

2±1/2戻し メ イ ン ア ジ ャ ス ト ス ク リ ュ ー 
標準開度 

全閉 エアスクリュー 

■　無負荷全開運転をするとエンジンの回転が上がりすぎ、焼き付
くおそれがありますので、空ぶかしはしないでください。

■　低速、高速の調整は難しいため、エンジン回転の不調がある場
合はお求めの販売店または弊社営業所にお問い合わせくださ
い。

注 意

■　スパークプラグを取り外すときは、前もってスパークプラグと
シリンダーヘッド部を掃除し、泥や砂などをシリンダー内に入
れないようにしてください。

■　スパークプラグを取り外すときは、必ずエンジンが冷えてから
おこなってください。シリンダーのネジ穴をいためます。

■　スパークプラグは正しく取り付けてください。斜めに取り付け
るとシリンダーのネジ穴をいためます。

６－４　スパークプラグの点検

注 意

６－３－１　アイドリングの調整
アイドリング時には刈刃が回転しないよ
うにアイドリング調整ネジでエンジンの
回転を下げます。また、エンジンが安定
して回転するようにアイドリングを調整
してください。

時計方向にまわすと→回転が上がる。
アイドリング調整ネジ

反時計方向にまわすと→回転が下がる。

アイドリング
調整ネジ メインアジャストスクリュー

エアスクリュー
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■　約100時間運転後、または電極の腐食がひどい場合はスパーク
プラグを交換してください。

■　スパークプラグはチャンピオンCJ8Yをご使用ください。

６－５　シリンダーフィンの掃除

①マフラーカバーのネジを取り外し、マフ
ラーカバーの爪部を手で押しながら、マ
フラーカバーを取り外してください。
②プラグキャップを取り外し、シリンダー
カバーのネジを取り外し、シリンダーカ
バーを取り外してください。
③シリンダーフィンやシリンダーカバーな
どに付着している草やほこりを取り除い
てください。

■　シリンダーフィンの汚れや草のつまりはエンジンの過熱、焼き
付きや火災の原因となりますので定期的に点検、清掃してくだ
さい。

警 告

注 意

エンジンが始動しにくくなったり、アイドリングが不安定になった場合
は、まずスパークプラグを点検してください。
①プラグキャップを取り外し、スパークプ
ラグを付属のプラグレンチで取り外して
ください。
②ワイヤーブラシ等でスパークプラグの汚
れを落としてください。必要であれば電
極すきまの調整をしてください。正しい
すきまは0.6～0.7mmです。
③スパークプラグを手で締め付け、その後プラグレンチでしっかりと
締め付けます。プラグキャップをしっかりと奥まで取り付けてくだ
さい。

0.6～0.7mm
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針金

フィルター

④清掃後はシリンダーカバー、高圧コード、
リード線およびプラグキャップを元通り
に組み付け、ネジを確実に締め付けてく
ださい。（シリンダーカバーを組み付ける
ときはファンカバーとリコイルケースに
きちんとはめてください。）
⑤シリンダーカバーの脱着は付属のプラグレン
チのマイナスドライバーが利用できます。

６－６　燃料フィルターの掃除
①燃料注入口から針金などで燃料フィルタ
ーを引き出してください。
②先端のフィルターが黒く汚れていれば交
換してください。
③燃料フィルターを元通りに組み付けてく
ださい。
④ゴムパイプが折れないようにして、燃料
フィルターを燃料注ぎ口から燃料タンク
内に戻してください。このとき、燃料フ
ィルターが燃料タンクの底に付いている
ことを確認してください。

６－７　ギヤケースのグリース補給
グリース補給には二つの方法があります。

①ギヤケースの六角ボルト、平ワッシャー、
スクリューを外してください。
②六角ボルトを外した穴からグリースを補
給してください。グリースは新ダイワ純
正グリースを使用してください。
③古いグリースは新しいグリースに押され
てスクリューを外した部分から出てきま
す。新しいグリースが出てくるまで補給
してください。

・刈刃装着時等は方法 Ａ 
・刈刃未装着時は方法 Ｂ 

によりグリース補給して下さい。 ｝ 
（方法 Ａ）

六角
ボルト

平ワッシャー

　古い
グリース新しい

グリース

スクリュー

方法 Ａ 
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④六角ボルト、平ワッシャー、スクリューを確実に取り付けてください。

①ボルト、ボルトガード、ホルダー（下）、
ホルダー（上）を取り外し、ギヤシャ
フトのカラーを抜いてください。
②ギヤケースの六角ボルト、平ワッシャ
ーを外してください。
③六角ボルトを外した穴からグリースを
補給してください。グリースは新ダイ
ワ純正グリースを使用してください。
④古いグリースは新しいグリースに押されてカラーを抜いた部分から出
てきます。新しいグリースが出てくるまで補給してください。
⑤カラー、六角ボルト、平ワッシャー、ホルダー（上）、ホルダー（下）、
ボルトガード、ボルトを確実に取り付けてください。

（方法 Ｂ）

カラー

古いグリース

六角ボルト
平ワッシャー

新しいグリース
方法 B

■　グリースは50時間毎に補給してください。ギヤケースの破損の
原因となります。

注 意

６－８　刈刃の目立て

■　刈刃にひび割れ、変形、振れなどの異常がある場合は絶対に使
用せず、新品と交換してください。そのまま使用すると刈刃の
破損や飛散により、事故やけがの原因となります。

■　作業時間が長引く場合は、予備の刈刃を用意しておき、切れな
くなったら交換してください。

■　刈刃の目立て（研磨）は専門技術が必要ですので、自分で目立
てをしないで販売店に依頼するか、新品の刈刃を使用してくだ
さい。

警 告

危 険
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長期間（約60日以上）に渡って本機を使用しないときは、次の手順に従
って保管してください。

①各部を十分に掃除してください。
②点検・整備の項を参考にして点検・整備をおこなってください。
③燃料タンク内の燃料を全部排出してください。
④エンジンを始動し、キャブレター内に残った燃料を使い切ってエン
ジンが停止するまで低速で運転してください。
⑤プラグキャップ、スパークプラグを外し、スパークプラグ穴から少
量のオイルをシリンダー内に流し込み、オイルがゆきわたるように
２～３回リコイルスターターを引いてください。
⑥スパークプラグ、プラグキャップをもと通りに取り付けてください。
⑦クリーナーカバーを外して、フィルターを掃除してもと通りに取り
付けてください。
⑧乾燥した火気のない冷暗所に保管してください。

７．長期保管

■フューエルタンク、フューエルパイプ、キャブレターの中に燃料
が残った状態で長期間保管しないでください。燃料が変質します。

注 意
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８．故障の診断と処置

８－１　エンジンが始動しない場合
参照ページ 処理 原因 区分 

― 販売店で修理 ・リ コ イ ル ス タ ー タ ー 
不良 エンジンが回転しない 

― 販売店で修理 ・ピストン焼き付き 

34・21締め付け、再始動 ・ス パ ー ク プ ラ グ の ゆ 
るみ 

圧縮が弱い ― 販売店で修理 ・シ リ ン ダ ー 、 ピ ス ト ン 
の摩耗 

― 販売店で修理 ・ピ ス ト ン リ ン グ の 摩 
耗 

21
新 し い 混 合 ガ ソ リ ン を 
入れて再始動 

・燃料の変質 燃 料 タ ン ク に 新 し い 混 
合 ガ ソ リ ン が 入 っ て い 
ますか 

36燃料フィルターを交換 ・燃 料 フ ィ ル タ ー の 目 
づまり キ ャ ブ レ タ ー に 燃 料 が 

来ない 
― 販売店で修理 ・燃料パイプの破損 

― 販売店で修理 ・マグネトーの故障 

ス パ ー ク プ ラ グ が 発 火 
しない 

― 販売店で修理 ・スイッチ故障 

24

ス パ ー ク プ ラ グ を 乾 燥 
さ せ、リ コ イ ル ス タ ー 
タ ー を 回 し シ リ ン ダ ー 
内 の 燃 料 を 排 出 し、再 
始動 

・ス パ ー ク プ ラ グ が 濡 
れている 

34・21掃除し、再始動 ・ス パ ー ク プ ラ グ に 
カーボンたい積 

350.6～0.7mmに調整 ・ス パ ー ク プ ラ グ の 電 
極すきま不良 

35新 し い ス パ ー ク プ ラ グ 
に交換 

・ス パ ー ク プ ラ グ が 損 
傷または種類が違う 
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８－２　力がない場合
参照ページ 処理 原因 区分 

― 回 転 を 必 要 以 上 に 上 げ 
ない 

・過負荷使用 

エンジンの過熱 

33キャブレターの調整 ・燃料が薄い 

21正 し い 混 合 比 の 燃 料 を 
補給する 

・燃料混合比不良 

― 
販売店で修理 ・ピ ス ト ン 上、マ フ 

ラ ー 内 に カ ー ボ ン た 
い積 

33エアフィルターの掃除 ・エ ア フ ィ ル タ ー の 目 
づまり 

エンジンの回転むら 

35
締め付けるまたは交換 ・ス パ ー ク プ ラ グ の 締 

め 付 け が ゆ る い ま た 
は不良 

36
掃除または交換 ・燃 料 フ ィ ル タ ー、パ 

イ プ の 詰 ま り ま た は 
エア混入 

21燃料交換 ・燃料に水の混入 

― 販売店で修理 ・ピストン焼き付き 

― 販売店で修理 ・キャブレター不良 
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８－３　その他の故障
参照ページ 処理 原因 区分 

33掃除または交換 ・エ ア フ ィ ル タ ー 目 づ 
まり 

加速不良 
36掃除または交換 ・燃 料 フ ィ ル タ ー 目 づ 

まり 

33キャブレターの調整 ・燃料が薄い 

343000min-1 {rpm} に調整 ・ア イ ド リ ン グ 回 転 速 
度が低い 

21燃料補給 ・燃料の欠乏 

運転中にエンジン停止 

36掃除または交換 ・燃 料 フ ィ ル タ ー 目 づ 
まり 

21燃料交換 ・燃料に水の混入 

― 販売店で修理 ・スイッチ故障 

35
掃除 ・ス パ ー ク プ ラ グ の 

カ ー ボ ン た い 積 に よ 
る短絡 

― 確実に取り付ける ・プ ラ グ キ ャ ッ プ の 抜 
け 

― 販売店で修理 ・マグネトー故障 

― 販売店で修理 ・ピストン焼き付き 

― 販売店で修理 ・スイッチ故障 

エンジン停止困難 ― 販売店で修理 ・アース線の断線 

― ア イ ド リ ン グ に し て 冷 
却 

・エンジン過熱 

― 販売店で修理 ・キ ャ ブ レ タ ー の ネ ジ 
のゆるみ 

燃料の漏れ ― 販売店で修理 ・燃料パイプの破損 

― 販売店で修理 ・燃料タンクの破損 
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スパークプラグ

フューエル
フィルター

エアフィルター

刈刃

トリマーヘッド

グリス

９．主な消耗品（お買い上げの販売店にご用命ください）

のこ刃 笹刈刃８枚刃 チップソー
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１０．仕様

RM270－SGRM270－SPRM270－S2RM250－SGRM250－SPRM250－S2モデル名 

SM270－SSM250－Sエンジン型式名 

空冷２サイクルエンジン エンジン形式 

25.623.9排気量 ml｛cc｝ 

33×3033×28内径×行程 mm

電子点火 点火方式 

チャンピオンCJ8Yスパークプラグ 

ダイヤフラム式（TK DPR） 気化器 

半湿式、消音形（防滴形） エアクリーナー 

0.6（注ぎ口斜め仕様） 
燃料タンク容量 

使用燃料 

使用潤滑油 

燃料混合比 

Ｌ 
0.6（注ぎ口横向き仕様） 

リコイルスターター（Softスタート） 始動方式 

２ グ リ ッ プ プ ラ ス チ ッ ク 
片手ハ ン ド ル 両手ハ ン ド ル ２ グ リ ッ プ プ ラ ス チ ッ ク 

片手ハ ン ド ル 両手ハ ン ド ル ハンドル 

停 
止 
方 
式 

― ― ス ラ イ ド ス イ ッ チ ― ― ス ラ イ ド ス イ ッ チ ト リ ガ レ バ ー 

← ← ← ← ← 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 固定レバー 

― ― 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 
（ エ ン ジ ン 側） ― ― 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 

（ エ ン ジ ン 側） Wレバー 

上から見て反時計方向 回転方向 
自動遠心クラッチ 動力伝達方式 

の こ 刃、笹刈刃、ともえ刃、クロス刃、トリマーヘッド 適用刈刃 
φ25.4取付穴径 mm

φ255外径 mm

4.44.54.94.24.44.7本体乾燥質量 kg

177017701775177017701775長さ 
外形寸法 

mm
220230570220230570幅 

245245380245245380高さ 

潤滑油混合ガソリン 

2サイクルエンジン専用オイル 
新ダイワ純正オイル使用時（JASO性能分類 FC）50：1、 
市販オイル使用時（JASO性能分類 FB・FA）25：1

■　本体乾燥質量は刈刃、ガード、ストラップを除く。
■　仕様は予告なく変更することがあります。
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【メ　モ】 
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